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　はじめに

近年の屋久島におけるテンジクダイ科魚類相

の報告は著者らによって行われている．吉田・本

村（2009）は分布の北限記録を更新したアマミイ

シモチ Fibramia amboinensis (Bleeker, 1853)を同島

から報告し，Yoshida et al. (2010)は過去の報告を

まとめ，屋久島周辺海域には本科魚類 45種が分

布するとした．その内訳は 28種が標本に基づく

記録，14種が水中写真に基づく記録，3種が過去

の文献のみの報告である．吉田ほか（2011）では

標本に基づく屋久島初記録として 7種の追加報告

を行った．そのうちヒトスジイシモチ Pris-

tiapogon fraenatus (Valenciennes, 1832)とカスリイ

シモチ P. kallopterus (Bleeker, 1856)は水中写真に

のみ基づく記録であった（吉田ほか，2011）．

2014年 12月 25日から 28日にかけて屋久島で

行った魚類相調査で，屋久島初記録のテンジクダ

イ科魚類が 3種採集されたため，ここに報告する．

そのうちウスジマイシモチOstorhinchus angustatus 

(Smith & Radcliffe, 1911) とヤミテンジクダイ

Apogon semiornatus Peters, 1876は水中写真に基づ

く報告のみ（Yoshida et al., 2010）であったが，本

報告はこれら 2種の標本に基づく屋久島初記録と

なる．

本研究により屋久島周辺海域には 51種が分布

することが判明した．その内訳は，標本に基づく

39種，水中写真に基づく 9種，過去の報告のみ（市

川ほか，1992；国安，1999）で水中観察によって

確認された 3種である．

　材料と方法

計数は Fraser（2005）にしたがった．計測は顕

微鏡下でデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位ま

で行った．標準体長（standard length）は体長と

表記した．各種の属名の表記は Mabuchi et al. 

(2014)にしたがった．各種のシノニムリストは原

記載と屋久島からの記録のみを示した．標本の作

製，登録，撮影，固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されて

いる．

　屋久島産追加テンジクダイ科魚類リスト

Apogon semiornatus Peters, 1876

ヤミテンジクダイ　（Fig. 1）

Apogon semiornatus Peters, 1876: 436 (type locality: 

Mauritus); Yoshida et al., 2010: 45, fig. 24 (Isso, 

Yaku-shima island).

標本　KAUM–I. 68017，体長 47.4 mm，鹿児島

県熊毛郡屋久島町永田沖観音（30°23′35″N, 

130°22′47″E），タモ網，水深 5–13 m，2014年 12

月 27日，吉田朋弘・田代郷国・金出侑佳．

記載　背鰭条数 VI-I, 9；臀鰭条数 II, 8；胸鰭条
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数 12；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 24；側線上

方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背鰭前

方鱗数 7；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数 4 + 12 = 16；

櫛歯状に発達した鰓耙数 1 + 6 = 7．

生鮮時の色彩　体全体は赤色を呈する．眼後

端から臀鰭にかけて黒色線がある．さらに第 2背

鰭直下の体側中央から尾鰭中央後端にかけて黒色

線がはしる．各鰭は透明である．

備考　林（2013）はヤミテンジクダイの胸鰭

条数を 13としているが，正しくは 12である

（Randall, 2005；本研究）．

本種はインド・太平洋に広く分布する（Randall, 

2005；Allen and Erdmann, 2012）．日本では，三宅

島（林，2013），八丈島（Senou et al., 2002；林，

2013），千葉県小湊（林，2013），館山湾（萩原・

木村，2005），相模湾（Senou et al., 2006b），静岡

県下田（林，2013），静岡県大瀬崎（林，2013），

和歌山県串本（林，2013），和歌山県白浜（林，

2013），愛媛県室手（高木ほか，2010；林，

2013），柏島（平田ほか，1996；林，2013），薩摩

硫黄島（本村ほか，2013），屋久島（Yoshida et 

al., 2010；Motomura et al., 2010；林，2013；本研究），

奄美大島（林，1996；林，2013），沖縄島（林，

2013），伊江島（Senou et al., 2006a）および慶良

間諸島（林，2013）から報告されている．

ヤミテンジクダイの屋久島における記録は水

中写真に基づくもののみ（Yoshida et al., 2010: fig. 

24）であったため，本報告は標本に基づく本種の

屋久島初記録である．

Ostorhinchus angustatus (Smith & Radcliffe, 1911)

ウスジマイシモチ　（Fig. 2）

Amia angustata Smith and Radcliffe in Radcliffe, 

1911: 253, fig. 1 (type locality: Malanipa Island, 

east of Zmboanga in Mindanao, Philippines).

Apogon angustatus; Yoshida et al., 2010: 29, fig. 2 

(Isso, Yaku-shima island).

標本　KAUM–I. 68014，体長 44.4 mm，鹿児島

県熊毛郡屋久島町永田沖観音（30°23′35″N, 

130°22′47″E），タモ網，水深 5–13 m，2014年 12

月 27日，吉田朋弘・田代郷国・金出侑佳．

記載　背鰭条数 VII-I, 9；臀鰭条数 II, 8；胸鰭

条数 14；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 24；側線

上方の横列鱗数 2；側線下方の横列鱗数 6；背鰭

前方鱗数 3；尾柄周鱗数 12；総鰓耙数 5 + 13 = 

18；櫛歯状に発達した鰓耙数 2 + 11 = 13．

生鮮時の色彩　体色は白色で，体側に金色で

縁取られた赤みを帯びた黒色縦線が 5本走る．尾

柄中央に黒色斑がある．背鰭は透明であるが，第

1背鰭第 3棘基底から第 5棘の先端にかけての鰭

膜は黄色を呈する．第 2背鰭の基底付近の鰭膜に

金色の帯があり，黒色素胞が分布する．胸鰭は透

明である．腹鰭は透明であるが，鰭膜は黄色を呈

する．臀鰭は透明であるが，基底付近の鰭膜に金

色の帯があり，黒色素胞が分布する．尾鰭は透明

であるが，鰭膜は黄色がかった赤色である．

備考　本種はインド・太平洋に広く分布する

（Randall, 2005；Allen and Erdmann, 2012）．日本で

は八丈島（Senou et al., 2002），薩摩硫黄島（本村

ほか，2013），竹島（本村ほか，2013），屋久島

（Yoshida et al., 2010；Motomura et al., 2010；本研

究），奄美大島（林，1996），沖永良部島（吉郷ほ

か，2005），沖縄島（吉郷ほか，2005），伊江島（Senou 

et al., 2006a），渡嘉敷島（渡井ほか，2009），宮古

諸島（Senou et al., 2007）および西表島（吉郷ほか，

2001;吉郷・中村，2002）から報告されている．

ウスジマイシモチの屋久島における記録は水

中写真に基づくもののみ（Yoshida et al., 2010: fig. 

2）であったため，本報告は標本に基づく本種の

Fig. 1. Fresh specimen of Apogon semiornatus. KAUM–I. 
68017, 47.4 mm standard length, Nagata, Yaku-shima island, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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屋久島初記録である．

Pseudamiops gracilicauda (Lachner, 1953)

クダリボウズギスモドキ　（Fig. 3）

Gymnapogon gracilicauda Lachner, 1953: 497, fig. 84 

(type locality: Bikini Atoll, northern Marshall 

Islands).
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は屋久島からのはじめての記録となるとともに，

従来の報告より約 230 km分布の北限を更新した．

Fig. 2. Fresh specimen of Ostorhinchus angustatus. KAUM–I. 
68014, 44.4 mm standard length, Nagata, Yaku-shima island, 
Kagoshima Prefecture, Japan.

Fig. 3. Fresh specimen of Pseudamiops gracilicauda. KAUM–
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Kagoshima Prefecture, Japan.
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